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昭和４７（1972）年スタート～

主に手足の不自由な子どもと障がいのない子ども

共に親元を離れて共同生活を体験する場です。

キャンプ

（小学５年生～高校３年生  男女計１０～１２名）が

きぼっこキャンプ
 ボランティアリーダー 募集！

リーダー（18～25歳）（学生等）

子どもたちと寝起きを共にするボランティアをリーダー
と呼んでいます。一緒に遊ぶ、話し合いのサポート、
必要に応じての介助等をおこないます。
キャンプ宿泊費、食事代、保険代、参加費は無料です。

第５３回きぼっこキャンプ 計画

キャンプ日程

キャンパー（児童生徒）
小学５年生～高校３年生 主に肢体不自由児と

 障がいのない子ども  男女計  １０～１２名

リーダー                      男女計 １０～１２名
ディレクター                 男女計 １０名

夏：８月１３日（木）～１７日（月）（４泊５日）
宮城県障害者福祉センター（宮城野区幸町）

冬：１２月２６日（土）～２７日（日）（１泊２日）
宮城県七ツ森希望の家（黒川郡大和町）

参加者（予定）

リーダー（18～25歳）（学生等）
子どもたちと直接関わります。

スタッフ≒ディレクター（25歳以上）
（教員、医師、施設・団体職員、会社員等）
キャンプ全般のサポート、トレーニング担当等

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

※猛暑を考えて、冷房設備がある施設で宿泊します。
※クマ出没を考えて、自然散策やテント活動はおこ

 ないません。

☆活動のプログラムは、子どもたちと一緒に 
話し合って決めていきます。

クレープを作ろう！

切って 混ぜて
さあ焼こう！

花
火
！
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リーダーの参加条件
年齢：１８歳（高校卒業）以上２５歳まで
☆夏・冬キャンプの参加
☆子どもが好き、子どもと遊ぶことが好き

＊トレーニング、打合せ会等の参加日程
 （詳細は説明会で説明します。）

内容：歌、ゲーム等レクリエーション指導
障がい・介助（個別理解）、組織と役割、
プログラムの進め方、グループワークなど

トレーニング

チームワークを培う。
必要な技術、知識、価値を学ぶ。

トレーニングの日程・会場

６月６日（土）から原則、毎週土曜日17：00～19：00
＊全６回。より多く参加できる方を優先させていただきます。

会場：仙台市生涯学習支援センター（宮城野区榴岡4-1-8)

宮城県障害者福祉センター（宮城野区幸町4-6-2）
※子どもたちが参加する日は福祉センター。各会場３回を予定。

費用 ボランティアは、キャンプ本番の宿泊費・飲食費
   おやつ代及び参加費は無料です。
 ボランティア保険の費用は、主催者が負担します。

※  トレーニング会場までの交通費は、各自の負担に
 なります。

きぼっこキャンプ
ボランティアキャンプリーダーの説明について

関心がある方は、次の問い合せ先までご連絡
ください。

※問い合わせ先
 ０２２（２９３）２９０２（不在時、留守電）

E-mail: kibounoko@shinsho-miyagi.or.jp

※６月１５日まで受付予定。

主催 社会福祉法人 宮城県障がい者福祉協会
肢体不自由児協会事業 ０２２（２９３）２９０２

共催 きぼっこキャンプ実行委員会
住所 仙台市宮城野区幸町４－６－２

宮城県障害者福祉センター内

～第５２回夏のきぼっこキャンプ～ ～第５２回冬のきぼっこキャンプ～
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